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この2つをもっていって










































































































































8 + 3 =
8+3の計算の仕方が整理できたところで,
8+4や9+3になっても,計算できるかと
問いかけ, 次のような順に考えさせた｡
並べたおはじきを (動かさずに)見な
がら,いくつになるかを考える
I
おはじきの動きをイメージしながら,
8+4などの計算の仕方を声に出しなが
このようにして,8+3の場合だけでなく,
8+4や9+3も,被加数が10になるよう
に加数を分解して,同じように計算できるこ
とがわかった子どもは,計算の仕方を ｢最初
に,10になるようにたしてから,残りをた
せばよい｣とまとめていった｡
4 実践をおえて
おはじきで考える活動から.くり上がりの
あるたし算の計算の仕方をつくり出すことに
つながってはじめて,その活動は ｢算数的な
活動｣であると考えているので,その観点で
本実践を振り返る｡
本実践では,おはじきを使って考えたこと
をイメージしながら計算の仕方として表すこ
とができるように次の3段帽の活動を工夫し
た｡
1 27-
おはじきを動かしながら考える活動
J
並んだおはじきを見ながら考える活動
J
おはじきの動きをイメージしながら,
8+3などの式を見て計算の仕方を考
える活動
子どもは,たびたび前の活動に振り返りな
がら,次の活動へと進み,くり上がりのある
たし算の計算の仕方をつくり出してきたこと
から考えると,この3段帽の活動は,有効で
あったと感じている｡
また,それは,それぞれの活動における4
つの支援 (問題場面の吟味,数値の吟味,操
作の工夫,板書の工夫)も有効に働いた結果
であると考えられる｡
今後は,くり上がりのあるたし算だけでな
く,くり下がりのありひき算においても,同
様な支援が有効かどうかを探っていきたいと
考えている｡
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